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はじめに

近年、森林の有する多面的機能、とりわけ教育・文化的な機能に着目し、子どもた

ちに森林内での様々な体験活動を行わせることなどを通じて、森林のすばらしさや役

割について学ぶとともに、子どもたちの「生きる力」をも育んでいくを目的として、

森林環境教育の取組が全国各地で展開されています。

近畿中国森林管理局においても、「遊々の森」制度の活用をはじめとして、森林管

理署等の職員が各種イベントや小学校に出向いての森林教室の開催などを通じ、森林

環境教育を積極的に推進しているところです。

森林環境教育の取組をより確実かつ広範に推進し、実働制を上げていくためには、

学校教育のとりわけ小学校の教育課程の中で展開することが求められています。

そこで、箕面森林環境保全ふれあいセンターでは、小学校と森林管理署等との具体

的な連携、協力を念頭に置いて、今までに取り組まれてきた森林環境教育に関する様

々な事例を、近畿中国森林管理局管内を中心に各道府県やボランティア団体、森林管

理署等の協力を得て１，３０５事例を収集したところであり、この中から推奨すべき

事例を選定し、秀抜を図ることとしたところです。

推奨事例の選定に当たっては、京都教育大学教授の山下宏文氏をはじめ高槻市立大

冠小学校教諭の立花禎唯氏、林業家の波多野達二氏で構成する「森林環境教育推奨事

例選定会議」に諮り、平成２０年３月に改訂された小学校の学習指導要領に即した３

４事例が選抜・推奨され、今回、「森林環境教育推奨事例集」として取りまとめてい

ただきました。

このため、本書は、小学校における学習指導要領に沿った単元学習とその展開にも

活用できるよう取りまとめられており、教室や校庭での学習から国有林等の森林をフ

ィールドとした学習まで、小学校と森林管理署等が連携・協力して、子どもたちの「生

きる力」を育む森林環境教育の充実に役立てていただけるものと思います。

最後に、森林環境教育手法や教材の収集に当たり、各道府県及びボランティア団体

等の担当の方々には多大なご協力をいただきました。この場をお借りして皆様方に厚

く御礼を申し上げます。

平成２１年８月

近畿中国森林管理局 計画部長

佐古田 睦美
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学校における森林環境教育

京都教育大学教授

山下宏文

国土の３分の２が森林に覆われ、その森林によって国土が保全され

ている我が国において、森林は最も重要な自然的存在である。また、

森林は、国土保全だけではなく地球温暖化防止や水源涵養などといっ

た様々な公益的機能も発揮している。私たちの生活において欠かすこ

とのできない木材を供給しているということも重要である。こうした

森林を維持するためには、適切な管理・育成が必要であるとともに、

国民一人ひとりの理解と協力がなくてはならない。国民の理解と協力

のためには、学校教育において、森林に対する正しい認識と適切な森

林へのかかわり方を身に付けておくことが求められる。こうした背景

から、学校における森林環境教育への期待が大きくなっている。

森林環境教育は、「森林」を中心とした環境教育である。環境教育

として「森林」を扱うということは、森林そのものについて知ること

が目的なのではなく、森林と私たちとの関係（かかわり）をとらえ、

その関係（かかわり）のあり方を問い直すということが意図されなけ

ればならない。森林を知ることはその関係をとらえるための前提であ

る。

関係（かかわり）が重要であるからには、「生活」や「生業」とい

った視点が欠かせない。また、森林のもつ公益的機能と生産的機能を

切り離した扱いも正しくない。ひとつの森林が、公益的機能と生産的

機能を同時に果たしているということが、私たちとの関係（かかわ

り）を正しくとらえるための鍵となる。

森林環境教育において重要なのは、次の三つの視点である。



①「森林の中で／からの」の視点･･森林の中での体験や活動を通し

て、森林をとらえる技能を身に

付けるとともに、感性を豊かに

すること

②「森林について」の視点････････森林について正しく知ること

③「森林のために」の視点･･･････ 森林をよくするための態度や行

動を身に付けること

こうした三つの視点を実現するために、森林は次のような意義を発

揮することが求められる。まず、森林は豊かな体験を提供する「体験

の場」としてなければならない。また、森林は正しい知識を得るため

の「知る場」でもなければならない。そして、森林は関係（かかわ

り）をつくりあげていく対象としての「かかわりの場」でもなければ

ならないのである。こうした三つの場として森林が位置付くとき、森

林環境教育は本来のねらいに迫ることができる。

学校における森林環境教育は、教育課程に位置づけて行われことが

必要である。平成20年版の学習指導要領では、「生きる力」の育成と

いう理念を引き継ぎつつ、学力の向上を図るべく、基礎的・基本的な

知識・技能の習得、それらの活用や探求活動を通した思考力・判断力

・表現力等の育成が強調されている。その中で、「体験活動の充実」

や持続可能な社会の構築に向けた「環境教育」の充実なども掲げられ

ているが、このことは森林環境教育に直接かかわる重要なことであ

る。森林環境教育は、まさに新しい教育課程の理念の中で、積極的に

推進していくことが求められているのである。



小学校における森林環境教育

高槻市立大冠小学校教諭

立花禎唯

小学校で森林環境教育というと、まだまだ特定の意識が高い教師だ

けが取り組んでいるという印象があると思う。ところが、2008年3月

に告示された新しい小学校学習指導要領には、森林環境教育に関連す

る次のような言及がある。

まず、社会科の第3学年及び第4学年の「飲料水の確保」において、

水源涵養林を扱うことができる。また同じく「風水害」において、水

害を防ぐ森林の役割について扱うことができる。第5学年において

は、「国土の保全などのための森林資源の働き及び自然災害の防止」

があり、その内容の取扱いでは「我が国の国土保全等の観点から扱う

ようにし、森林資源の育成や保護に従事している人々の工夫や努力及

び環境保全のための国民一人一人の協力の必要性に気付くよう配慮す

ること」とある。これこそ、まさしく森林環境教育の内容であると言

えよう。

理科においても、第3学年の「身近な自然の観察」、第4学年の「季

節と生物」、第5学年の「植物の発芽、成長、結実」などで森林を教

材として扱うことができる。第6学年の「生物と環境」では、「生物

と環境とのかかわりについての考えをもつことができる」とある。ま

た、指導計画の作成と内容の取扱いでは「野外に出掛け地域の自然に

親しむ活動や体験的な活動を多く取り入れるとともに、自然環境を大

切にし、その保全に寄与しようとする態度を育成する」とある。理科

においても、森林環境教育の内容を扱うことができる。

生活科においても、「身近な自然を利用したり、身近にある物を使



ったりなどして、遊びや遊びに使う物を工夫してつくり、その面白さ

や自然の不思議さに気付き、みんなで遊びを楽しむ」とある。総合的

な学習の時間の指導計画の作成と内容の取扱いで「自然体験やボラン

ティア活動などの社会体験、ものづくり、生産活動などの体験活動、

観察・実験、見学や調査、発表や討論などの学習活動を積極的に取り

入れる」とある。森林環境教育がまさにその内容となろう。特別活動

の学校行事においても、「遠足・集団的宿泊的行事」や「勤労生産・

奉仕的行事」において、森林環境教育の内容を取扱うことができる。

そうは言っても都市部では、活動に適切な森林がないという悩みも

あろう。どんな都会の真ん中にも、活動に適切な森林は存在する。神

社の森、社叢（しゃそう＝鎮守の森）がそれである。もちろん、神社

の管理者の承諾を得た上のことであるが。自然に恵まれた地域の森林

でも、子どもたちの活動には地権者の承諾がいることには留意した

い。

森林の中は、子どもたちの興味を引く物ばかりであり、また危険も

伴う。森林の中での活動は、必ず森林での活動に慣れたゲストティー

チャーやボランティアと一緒に行うようにし、安全で効果的な活動と

なるように心がけたい。



林業からみた森林環境教育

林業家

波多野達二

＊林業の今

｢林業」という言葉を岩波の国語辞典で引いてみると、次のよう

な解説が載っています。 ｢森林を育てて、人間生活に利用するの

を目的とする産業。」

この林業が、今、瀕死の状態に陥っています。森林を育てて、人

間生活に利用することの中で、林業が中心的に行っていることは、

木材の供給です。この木材が売れないのです。日本は、昔から木の

文化を持っており、世界で一番、木を使う国なのですが、その８割

近くを外材に頼っています。日本の森林の木材の蓄積は十分なので

すが、人件費や物価の高い日本では、木材の価格はどうしても外材

より高くなってしまうのです。木が売れない、売れても安くて生活

できない、このような状況に、今の日本の林業は陥っているので

す。生活ができないと、当然、後継者はできず、若者は都会に出て

行き、山村自体が崩壊していくのです。

＊このままで日本の森林は大丈夫か？

後継者がなく、山村が崩壊した時、一番の問題は、｢森林の手入

れや世話をする人がいなくなる。」という現実です。山は、手入れ

をしないと必ず荒れてくるのです。｢森林には人の手など入れず、

自然に任せておけばいいじゃないか。」と思われる人もいるかもし

れません。しかし、今の日本の森林は、人工林が非常に多くなって

います。戦後、林業家は、焼け野原になった都市部へ木材を供給

し、伐採した山には、杉や桧などを植林しました。このような人工

林を手入れせずに放置しても、なかなか安定した森林はできないの

です。森林を守るためには、手入れをしてくれる人を確保すること

が何よりも大事になってくるのです。



＊森林は、公益的機能で、日々、私たちを守ってくれています。

森林が果たしてくれる役割は、木材を供給することだけではあり

ません。林業家は、木を育て森林を守っていますが、その中で森林

は多くの公益的機能を果たしてくれているのです。

①水をたくわえ自然のダムの働きをしてくれる。②二酸化炭素を

削減してくれる。③動植物のすみかを作ってくれる。④人の心に安

らぎを与えてくれる。まだ、他にもいっぱいあるかもしれません。

私たちは、それが当たり前と思っているかもしれませんが、森林

は、このような公益的な機能を果たし、日々、私たちの生活に恵み

を与えてくれているのです。

＊森林を守るためには、国民の理解が必要

日々、公益的機能で私たちの生活を支えてくれている森林を守る

ことは、国民全員の課題だと思います。森林を守るための問題点

は、たくさんあります。林業の後継者の問題、山村の問題、山の世

話をしてくれる人の問題、・・・今、どこかに絶対的な解決策があ

るわけではありません。しかし、これからますます厳しい環境問題

に直面するだろう子どもたちに森林環境教育を施すことは、森林を

守るという観点からも、大変意義深いことであると言わざるを得ま

せん。







本書は、各道府県、ボランティア団体、森林管理局、森林管

理署等が実施している森林環境教育の教材等から1,305事例収集

したもの(P.233)について、

１ 箕面森林環境保全ふれあいセンターで作成した「森林環

境教育プログラム(子ども向け）」（平成19年3月発行）に

おいて、学びの場の構造としている「まずはしっかり診る

体験から始める」→「体験をふりかえり、次の準備をす

る」→「体験を通じ、思考を深める」→｢学び全体をふりか

えり、学びの意味を深化させる」との考え方を実践できる

事例であること、

２ 小学生等を対象とした事例であり、学習指導要領に沿っ

ており、各学年、各教科に対応できる内容であること、

３ 森林環境教育の実践に当たり、小学校や森林管理署等が

容易に対応できる内容であること

の観点から検討し、「森林環境教育推奨事例選定会議」におい

て、本書に掲載の34事例を選抜、推奨していただきました。



１ 各事例の構成は、(1)推奨事例名、(2)事例元及び作成者(連

絡先等)、(3)関連する教科・単元とその展開等、(4)事例本

文、(5)ここがポイント、(6)学習指導要領(内容)における位

置づけとなっています。

なお、学習指導要領(内容）における位置づけは、「森林環

境教育推奨事例選定会議」において、平成20年3月に改訂され

た学習指導要領の内容としています。

２ 「事例一覧表」(P.14)は、事例ごとに、対応学年・学科、

実施時期・場所・時間をまとめていますので、体験活動を実

施する場合の目安としてください。

また、季節ごとに実施可能な事例を検索するための「事例

検索フロー図」(P.217)を掲載していますので、季節にあわせ

た体験活動を実施する場合の参考としてください。

３ 掲載事例の中には、年間を通じて実施するものや数日かけ

て実施するものもありますが、大半は１日の中で実施可能な

事例となっています。

このため、森林管理署等において、小学生を対象に森林教室

等を実施する場合のプログラムの組み合わせ例として「推奨事例

集を使ったプログラム作成例」(P.213)にまとめましたので、参

考としてください。

４ 事例によっては、専門的知識、特殊な道具などが必要なも

のもありますので、お近くの森林管理署等や森林インストラ

クター会にお問い合わせください。
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問
題
と
森
林

小学１・２年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小学３・４年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小学５・６年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

春 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

夏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○夏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

秋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

冬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国　　語 ◎

算　　数 ◎ ◎

理　　科 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

社　　会 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

音　　楽 ○

図画工作 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

生　　活 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

特　　活 ○ ○ ○

総　　合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

室内 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

校庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

森林 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30分程度 ○ ○ ○

１時間程度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

時 程度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○２時間程度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

半　日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１　日 ○ ○

数　日 ○ ○ ○

通　年 ○








































